
151　能率論および人間工学に喚起された人間の概念

能
率
論
お
よ
び
人
間
工
学
に
喚
起
さ
れ
た
人
間
の
概
念
─
一
九
二
〇
年
代
前
半
を
中
心
に

─

川 

合
　
大 

輔

は
じ
め
に

　

現
代
日
本
に
お
い
て
〝
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
〟
と
通
称
さ
れ
て
い

る
時
勢
の
後
半
、
す
な
わ
ち
一
九
二
〇
年
代
に
差
し
掛
か
る
に
つ
れ

て
〝
階
級
闘
争
〟
が
熾
烈
と
な
り
〝
社
会
の
発
見
〟
が
進
ん
で
き

た
こ
と
は
、
贅
言
を
要
し
な
い
。
一
般
論
と
し
て
、「
階
級
闘
争
と

は
、
主
と
し
て
異
種
の
所
得
を
有
す
る
社
会
的
団
衆
間
の
闘
争
」
の

こ
と
で
あ
り（

（
（

、〝
社
会
の
発
見
〟
と
は
「
人
生
へ
の
煩
悶
と
い
う
自

我
の
目
覚
め
の
形
式
」
が
「
新
た
に
拡
張
さ
れ
た
」
こ
と
、
す
な
わ

ち
「
自
我
の
発
見
か
ら
社
会
の
発
見
へ
」
向
か
っ
た
こ
と（

（
（

を
指
し
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
の
動
静
か
ら
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
思
想
史
上
一

九
二
〇
年
代
は
、
ま
だ
呼
称
と
し
て
浸
透
し
て
い
た
と
は
い
い
が
た

い
け
れ
ど
も
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
〝
社
会
的
存
在
〟
論
が
沸
き
立
っ
て

く
る
時
期
に
あ
た
る
。
文
明
批
評
家
と
し
て
知
ら
れ
る
土
田
杏
村

は
、
一
九
二
六
年
十
月
に
上
梓
し
た
『
日
本
支
那
現
代
思
想
研
究
』

（
第
一
書
房
）
に
お
い
て
、
日
清
戦
争
後
か
ら
し
だ
い
に
前
景
化
し
た

思
想
が
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
お
よ
ぶ
ま
で
の
流
れ
を
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

日
本
の
思
想
界
は
、
国
家
の
専
制
的
拘
束
力
か
ら
先
づ
個
人
を

解
放
せ
し
め
、
其
の
個
人
を
し
て
又
再
び
国
家
と
は
違
つ
た
社

会
の
統
制
下
へ
自
ら
を
所
属
さ
せ
る
方
向
へ
進
ま
し
め
た
と
言

ふ
べ
き
で
あ
り
、
今
も
な
ほ
其
の
進
み
の
途
中
に
於
て
あ
る（

（
（

。
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ま
た
、
一
九
二
九
年
十
月
に
上
梓
し
た
『
時
事
問
題
講
座
9 

思

想
問
題
』（
日
本
評
論
社
）
で
は
、「
少
な
く
も
小
学
校
を
卒
業
し
た
も

の
で
あ
る
な
ら
ば
、
容
易
に
理
解
し
得
る
（
中
略
）
現
代
思
想
問
題
」

の
前
提
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
社
会
の
中
に
住
ん
で
ゐ
る
個
人
は
、
単
純
に
一
人
の
個
人
と

し
て
考
へ
る
わ
け
に
い
か
な
い
。（
中
略
）
思
想
で
さ
へ
も
自
分

の
頭
の
中
か
ら
個
人
的
に
生
産
し
た
も
の
で
は
無
く
て
、
個
人

的
に
生
産
し
た
と
自
分
だ
け
で
は
信
じ
き
つ
て
ゐ
な
が
ら
、
い

つ
の
間
に
か
そ
の
社
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
イ
を
分
有
す
る
に
過
ぎ

な
か
つ
た
の
だ
。
そ
れ
故
に
我
々
は
今
後
一
人
の
個
人
を
呼
ぶ

に
「
個
人
」
の
語
を
以
て
せ
ず
、「
社
会
人
」
の
語
を
以
て
す

る
で
あ
ら
う（

（
（

。

　

以
上
の
杏
村
の
言
葉
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
み
ず
か
ら

が
「
所
属
」
し
て
い
る
「
そ
の
社
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
イ
」
を
反
映

さ
せ
た
社
会
的
存
在
論
が
中
心
と
な
っ
て
き
た
日
本
思
想
界
で
は
、

「
個
人
」
を

─
考
え
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
く

─
前
提

0

0

と
す

る
思
想
は
周
辺
の
も
の
と
な
っ
た
。
併
せ
て
、
少
な
く
と
も
こ
の
場

合
の
社
会
的
存
在
論
は
、
相
対
の
立
場
を
と
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

広
義
に
お
け
る
人
間
の
本
質
論
も
比
較
的
に
み
て
後
景
に
退
く
こ
と

と
な
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
た
と
え
ば
、
現
象
学
の
興
隆
の
よ
う
に
、
人
間
の
本

質
論
の
方
面
に
お
い
て
も
、
一
九
二
〇
年
代
の
日
本
思
想
史
、
あ
る

い
は
当
該
期
の
人
文
・
社
会
科
学
史
を
考
え
る
上
で
看
過
で
き
な
い

思
潮
は
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
短
期
間
の
う
ち
に
流
布
し
、
文
化
事
象

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
能
率
論
は
、
結
果
と
し
て

0

0

0

0

0

そ
の
代
表

に
な
っ
た
思
潮
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
能
率
論
と
は
、
Ｆ
・
テ
イ

ラ
ー 

（Frederick W
inslow

 T
aylor

） 

が
主
唱
し
た
〝
科
学
的
管
理
法
〟

（Scientific M
anagem

ent

） 

の
輸
入
を
は
じ
め
、
文
部
省
の
外
郭
団
体

で
あ
る
生
活
改
善
同
盟
会
が
中
心
と
な
っ
て
推
進
し
た
〝
生
活
改
善

運
動
〟、
そ
し
て
経
済
学
者
で
あ
る
森
本
厚
吉
が
主
宰
し
た
文
化
生

活
研
究
会
お
よ
び
文
化
普
及
会
に
よ
る
〝
文
化
生
活
運
動
〟
な
ど
、

関
わ
る
一
連
の
〝
能
率
増
進
運
動
〟
を
総
称
し
た
も
の
で
あ
る（

（
（

。

　

本
来
に
お
い
て
能
率
論
は
、
人
間
の
本
質
論
で
は
な
く
、
商
工
業

事
業
の
経
営
改
善
や
日
常
生
活
の
合
理
化
を
主
眼
と
す
る
論
理
で
あ

る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
、
法
・
経
済
学
者
と
し
て
消
費
税
提
唱
な

ど
先
駆
的
な
業
績
を
残
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
神
戸
正
雄
が
、

人
が
成
る
べ
く
少
く
働
い
て
成
る
べ
く
多
く
の
結
果
を
得
た
い

と
い
ふ
こ
と
は
、
是
ぞ
改
良
進
歩
、
文
化
の
発
達
、
能
率
増
進

の
原
動
力
で
あ
つ
て
、
其
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
工
夫
努
力
を
怠
つ

て
は
な
ら
ぬ
。（
中
略
）
能
率
増
進
に
全
力
を
傾
注
す
る
こ
と
が

啻
に
当
面
の
政
策
上
有
益
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
広
く
人
類
の

幸
福
を
増
進
す
る
上
に
も
大
切
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に（

（
（

、
能
率
論
は
、
量
と
質
の
問
題
を
さ
し
お
き

な
が
ら
と
も
か
く
も
功
利
主
義
の
立
場
を
と
っ
て
、「
人
類
の
幸
福
」
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153　能率論および人間工学に喚起された人間の概念

論
に
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。
も
う
一
つ
例
を
挙
げ
て
お
く

と
、
上
記
・
文
化
生
活
運
動
で
も
類
似
の
趣
旨
が
認
め
ら
れ
る
。
森

本
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

現
代
人
類
の
目
標
と
す
べ
き
生
活
の
標
準
は
「
生
活
の
能
率
的

標
準
」
と
称
す
る
者マ

マ

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
此
の
標

準
を
保
て
る
生
活
を
普
通
に
「
経
済
的
生
活
」（
経
済
生
活
に

非
ず
）、「
能
率
的
生
活
」
又
は
「
能
率
生
活
」
或
は
「
文
化

生
活
」
と
称
す
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
文
化
生
活
と
云
ふ
の
は

（
中
略
）
新
時
代
に
適
し
た
無
駄
の
な
い
能
率
の
多
い
且
つ
楽
し

い
生
活
を
意
味
す
る
の
で
あ
る（

（
（

。

　

引
用
文
の
他
、
森
本
の
文
章
で
は
、
頻
繁
に
〝
快
楽
的
欲
望
の
満

足
〟
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
帰
す
る
と
こ
ろ
能
率
論

で
は
、〝
快
楽
〟
す
な
わ
ち
「
生
活
感
情
の
増
進
又
は
之
を
妨
ぐ
る

も
の
を
除
却
す
る
よ
り
起
る
満
足
の
感
情（

（
（

」
と
「
無
駄
の
な
い
能

率
」
と
を
、
不
離
一
体
の
も
の
と
み
な
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
こ

の
認
識
に
の
っ
と
れ
ば
、「
能
率
増
進
」
の
帰
結
は
「
人
類
の
幸
福

を
増
進
す
る
」
こ
と
に
な
り
、「
人
類
の
目
標
と
す
べ
き
生
活
の
標

準
」
の
帰
結
は
「
能
率
増
進
」
に
目
を
向
け
た
も
の
と
な
る
。

　

そ
し
て
、
以
上
の
論
法
を
前
提
と
す
る
能
率
論
に
、〝
人
間
工
学
〟

（H
um

an Engineering

） 

も
接
触
す
る
。
日
本
型
斯
学
の
濫
觴
は
、
古

澤
聡
司
氏
が
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。「
日
本

に
お
け
る
人
間
工
学
ま
た
は
精
神
工
学
的
研
究
が
始
ま
る
の
は
、
一

九
一
四
（
大
正
三
）
年
か
ら
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
か
け
て
の

こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
第
一
の
原
因
は
、
近
代
産
業
の
成

長
が
心
理
学
を
必
要
と
す
る
ま
で
に
発
達
し
た
こ
と
で
あ
る（

（
（

」。
そ

の
後
、
一
九
二
〇
年
代
に
差
し
掛
か
る
と
し
だ
い
に
人
間
工
学
は
、

佐
々
木
聡
氏
に
よ
る
次
の
説
明
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
前
景
化
し
て
く

る
。
あ
る
い
は
、
学
問
と
し
て
の
型
が
ぼ
ん
や
り
と
で
き
あ
が
っ
て

く
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
（
中
略
）
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に

は
、
心
理
学
研
究
会
の
研
究
誌
『
心
理
学マ

マ

研
究
』
四
月
号
（
通

号
第
一
〇
〇
号
）
で
人
間
工
学
特
集
号
が
組
ま
れ
、（
中
略
）
そ

の
後
科
学
的
管
理
運
動
の
担
い
手
と
な
っ
て
ゆ
く
人
び
と
に
よ

る
論
稿
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
翌
一
九
二
一
年
三
月
に
は
、
田

中
寛
一
著
『
人
間
工
学
』
も
出
版
さ
れ
た（

（1
（

。

　

引
用
文
中
に
み
ら
れ
る
田
中
『
人
間
工
学
』（
右
文
館
）
に
つ
い
て
、

正
田
亘
氏
『
増
補
新
版 

人
間
工
学
』（
恒
星
社
厚
生
閣
、
一
九
九
七
年
）

で
は
、「
そ
の
内
容
は
疲
労
と
能
率
に
関
す
る
実
験
的
研
究
成
果
の

も
の
で
あ
り
、
現
在
の
人
間
工
学
研
究
の
内
容
と
は
ほ
ど
遠
い
」
と

評
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ほ
ど
日
本
型
斯
学
の
滑
り
出

し
は
、
能
率
論
と
お
お
よ
そ
軌
を
一
に
す
る
も
の
だ
っ
た
と
み
ら
れ

る
わ
け
で
あ
る（

（1
（

。
な
お
、
田
中
『
人
間
工
学
』
の
巻
頭
に
は
、
人
間

工
学
を
日
本
に
伝
達
し
た
松
本
亦
太
郎
に
よ
る
紹
介
文
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
松
本
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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古
来
学
者
は
人
間
を
研
究
す
る
に
際
し
、
或
は
身
体
的
方
面
を

措
て
精
神
的
方
面
を
考
察
し
、
或
は
精
神
的
方
面
を
措
て
専
ら

身
体
的
方
面
を
取
扱
ひ
（
中
略
）
因
襲
の
久
し
き
に
亙
り
、
斯

の
如
き
偏
面
的
考
察
が
研
究
法
の
正
し
き
を
得
た
る
も
の
と
せ

ら
れ
、
人
間
の
研
究
と
しマ

云マ

へ
ば
、
其
孰
れ
か
の
方
面
よ
り
す

る
に
限
ら
れ
て
居
つ
た
。

こ
の
従
来
の
「
人
間
考
察
法
」
に
対
し
て
人
間
工
学
は
、
人
間
へ
の

「
新
研
究
法
」
と
し
て
「
精
神
身
体
的
の
作
動
を
其
対
象
」
と
し
な

が
ら
「
人
間
力
の
最
も
効
果
あ
る
利
用
法
の
基
礎
」
を
考
察
す
る
。

　

以
上
、
人
間
工
学
を
含
有
す
る
能
率
論
は
、
商
工
業
事
業
、
あ
る

い
は
上
記
・
松
本
の
紹
介
文
に
み
ら
れ
る
言
葉
で
「
産
業
、
交
通
、

教
育
、
軍
事
、
実
業
上
の
機
関
の
大
発
展
」
に
誘
起
さ
れ（

（1
（

、
人
間
の

本
質
の
再
検
討
を
掛
け
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う

に
能
率
論
は
、
本
来
に
お
い
て
「
新
時
代
に
適
」
す
る
た
め
の
論
理

で
あ
る
が
、
快
楽
と
能
率
と
人
間
力
を
追
求
す
る
と
い
う
こ
と
は
す

な
わ
ち
、
社
会
的
文
脈
の
根
底
に
横
た
わ
る
人
間
の
性
質
お
よ
び
能

力
そ
の
も
の
を
追
求
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
人
類
の

0

0

0

幸
福
」「
人
類
の

0

0

0

目
標
」「
人
間
の

0

0

0

研
究
」
と
い
う
よ
う
な
、
冒
頭
で

示
し
た
社
会
的
存
在
論
と
は
本
来
相
容
れ
な
い
言
辞
が
み
ら
れ
る
わ

け
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
以
上
の
能
率
論
、
そ
し
て
そ
れ
と
連
係
す
る
人
間
工

学
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
ど
の
よ
う
な
「
人
類
」
も
し
く
は
「
人

間
」
の
概
念
を
喚
起
し
た
の
で
あ
る
か
。
こ
れ
が
本
研
究
の
問
い
で

あ
る
。
繰
り
返
し
述
べ
る
よ
う
に
、
結
果
と
し
て
能
率
論
お
よ
び
人

間
工
学
の
見
地
は
、
一
九
二
〇
年
代
日
本
に
お
け
る
人
間
の
本
質
論

の
代
表
に
な
っ
た
思
潮
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

従
来
の
関
連
す
る
研
究
で
は
、
こ
の
事
柄
に
焦
点
を
当
て
て
こ
な
か

っ
た
。
ま
た
、
日
本
思
想
史
研
究
で
は
、
多
く
の
知
識
人
が
な
ん
ら

か
の
言
論
を
遺
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
能
率
論
お
よ
び
人
間

工
学
そ
の
も
の
を
看
過
し
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
研
究
の
成
果
は
、

能
率
論
お
よ
び
人
間
工
学
に
関
連
す
る
研
究
と
、
一
九
二
〇
年
代
以

降
を
時
期
範
囲
と
す
る
日
本
思
想
史
研
究
に
一
石
を
投
ず
る
は
ず
で

あ
る
。

一
、
人
間
工
学
の
導
入
に
と
も
な
っ
て

　

一
九
一
九
年
七
月
、『
心
理
研
究
』
第
九
一
号
誌
上
に
掲
載
さ
れ

た
「
ア
メ
リ
カ
の
自
然
と
人
文
と
心
理
学
」
お
い
て
、
本
稿
「
は
じ

め
に
」
で
挙
げ
た
松
本
亦
太
郎
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

心
理
学
界
（
中
略
）
全
体
の
研
究
を
概
括
し
て
申
上
げ
る
の
は

不
可
能
で
あ
り
ま
す
が
、
然
し
今
後
益
々
有
力
の
方
面
に
な
る

傾
向
の
あ
る
も
の
は
、
昨
年
の
末
、
米
国
心
理
学
会
の
席
上
で
、

ソ
ー
ン
ダ
イ
ク
、
ド
ッ
ジ
氏
等
が
発
表
し
た
思
想
で
あ
つ
て
、

そ
れ
は
心
理
学
を
以
て
人
間
工
学 

（H
um

an Engineering

） 
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155　能率論および人間工学に喚起された人間の概念

と
し
や
う
と
す
る
説
で
あ
り
ま
す
、
今
後
は
此
の
方
向
に
向
つ

て
発
達
し
て
行
く
こ
と
ゝ
考
へ
ら
れ
ま
す（

（1
（

。

　

こ
の
松
本
の
言
明
か
ら
約
一
年
後
の
一
九
二
〇
年
四
月
、
こ
れ
も

「
は
じ
め
に
」
で
挙
げ
た
よ
う
に
、『
心
理
研
究
』
誌
上
で
第
一
〇
〇

号
の
発
刊
を
記
念
し
て
、
正
確
に
記
す
と
「
能
率
研
究 

人
間
工
学
」

の
特
集
号
が
組
ま
れ
て
い
る
。
執
筆
陣
は
、
松
本
亦
太
郎
・
淡
路
円

治
郎
・
入
沢
宗
寿
・
下
沢
瑞
世
・
福
谷
益
三
・
上
野
陽
一
・
久
保
良

英
・
佐
久
間
ふ
き
子
・
鈴
木
久
蔵
・
城
戸
幡
太
郎
・
田
中
寛
一
・
寺

沢
厳
男
と
、
心
理
学
の
他
、
教
育
学
・
社
会
学
・
経
営
学
・
精
神
分

析
学
・
医
学
な
ど
に
関
わ
っ
た
知
識
人
た
ち
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
人
間
工
学
を
含
む
興
味
深
い
能
率
論
を
示
し
て
い
る
が
、

本
研
究
の
問
題
意
識
と
関
連
す
る
も
の
と
し
て
重
要
な
の
は
、
以
下

の
三
篇
で
あ
る
。
第
一
は
、
松
本
「
人
間
工
学
」
で
あ
る
。
松
本
は
、

人
間
工
学
に
ま
つ
わ
る
前
史
を
詳
細
に
論
じ
た
後
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

人
間
工
学
な
る
名
称
が
強
く
人
の
心
に
響
く
様
に
な
つ
た
の

は
一
は
世
界
大
戦
の
影
響
に
よ
る
如
く
思
は
れ
る
。（
中
略
）
米

国
で
は
戦
争
の
目
的
の
為
め
社
会
の
諸
方
面
よ
り
機
械
力
を

徴
発
す
る
と
、
同
時
に
鋭
意
人
間
力
を
徴
発
し
た
（
中
略
）
マ

ン
・
パ
ワ
ー
な
る
語
が
一
種
の
流
行
語
と
な
り
遂
に
は
軍
事
上

の
み
な
ら
ず
、
工
場
を
始
め
社
会
の
諸
方
面
に
於
い
て
多
数
の

使
用
人
を
要
す
る
場
合
に
も
適
用
さ
る
ゝ
に
至
つ
た
。
既
に
人

間
を
力
と
観
れ
ば
、
此
力
の
性
質
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、

又
此
力
を
最
も
有
効
に
使
用
す
る
方
法
は
如
何
と
云
ふ
問
題
が

起
る
、
此
問
題
を
解
決
す
る
学
科
を
人
間
工
学
と
称
す
る
の
は

妥
当
の
用
語
で
あ
る
如
く
感
ぜ
ら
る
ゝ
に
至
つ
た
。

　

前
掲
・
松
本
論
説
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
興
っ
た
人
間
工
学
は
、

第
一
次
「
世
界
大
戦
の
影
響
」
と
い
う
後
押
し
が
あ
っ
た
。「
人
間

を
力
と
観
」
る
、
と
い
う
意
味
で
「
人
間
力
」
を
欲
し
た
ア
メ
リ
カ

社
会
の
文
脈
と
心
理
学
の
趨
勢
と
の
相
関
に
よ
っ
て
、
に
わ
か
に
耳

目
を
集
め
た
わ
け
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
一
部
で
は
、
人
間
工
学
は

「
全
く
人
間
を
牛
馬
視
し
或
は
機
械
視
す
る
事
に
な
つ
て
人
間
を
虐

待
す
る
事
に
な
り
は
し
ま
い
か
と
懸
念
す
る
」
声
も
上
が
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
考
え
を
松
本
は
、「
誤
解
」
で
あ
る
と

す
る
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
斯
学
の
意
義
を
力
説
し
て
い
る
。

人
間
工
学
は
最
小
の
労
を
以
て
最
大
の
効
を
挙
ぐ
る
途
を
示
さ

ん
と
す
る
（
中
略
）
人
間
に
無
駄
骨
を
折
ら
せ
な
い
途
を
明
に

し
や
う
と
人
間
工
学
は
努
め
て
居
る
（
中
略
）
人
間
工
学
の
示

す
法
則
に
従
ひ
、
休
憩
時
間
を
分
配
し
、
睡
眠
時
間
を
定
め
作

業
交
代
の
時
刻
を
配
置
す
れ
ば
最
も
早
く
又
最
も
完
全
に
疲
労

を
恢
復
せ
し
む
る
事
が
出
来
る
（
中
略
）
人
間
工
学
は
（
中
略
）

人
々
に
夫
々
適
当
な
る
仕
事
を
課
す
る
途
を
明
に
せ
ん
と
す
る

も
の
に
し
て
、
不
遇
の
境
に
立
ち
て
働
く
苦
痛
を
未
然
に
防
止

せ
ん
と
す
る（

（1
（

。
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こ
の
言
明
か
ら
確
認
で
き
る
の
は
、
人
間
工
学
は
「
は
じ
め
に
」

で
示
し
た
能
率
論
と
鍵
概
念
を
正
し
く
共
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

念
押
し
と
し
て
い
え
ば
、
言
明
に
あ
る
「
無
駄
骨
を
折
ら
せ
な
い
」

「
時
間
」「
疲
労
」「
人
々
に
夫
々
適
当
な
る
仕
事
を
課
す
る
」
と
い

う
の
は
、
能
率
論
の
始
ま
り
と
し
て
科
学
的
管
理
法
が
紹
介
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
一
九
一
三
年
十
一
月
の
段
階
で
、
先
に
挙
げ
た

上
野
陽
一
が Scientific M

anagem
ent 

の
基
礎
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

説
明
し
て
い
る（

（1
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
人
間
工
学
と
は
、
功
利
主
義
と
快
楽

と
能
率
を
鍵
概
念
と
す
る
能
率
論
に
、「
力
」
か
ら
「
人
間
」
を
と

ら
え
る
発
想
を
織
り
込
ん
だ
も
の
と
い
え
る
。

　

以
上
と
関
わ
っ
て
、
第
二
に
重
要
な
の
は
、
鈴
木
「
能
率
運
動

と
心
理
学
」
で
あ
る
。
鈴
木
は
、「
能
率
運
動
に
よ
つ
て
破
壊
さ
れ

た
コ
ン
ヴ
エ
ン
シ
ョ
ン
」（「
因
習
」）
の
最
た
る
も
の
と
し
て
、「
能

率
上
か
ら
見
た
労
働
の
価
値
（
中
略
）
能
率
の hum

an character

」

を
挙
げ
る
。
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

旧
来
の
工
場
管
理
で
は
新
式
の
機
械
を
使
つ
た
り
計
理
の
シ
ス

テ
ム
を
改
正
し
た
り
す
る
こ
と
は
能
率
を
増
進
す
る
所
以
だ
と

思
は
れ
て
ゐ
た
け
れ
ど
も
、
労
働
に
至
つ
て
は
給
料
を
沢
山
出

し
て
熟
練
職
工
で
も
多
く
す
れ
ば
兎
も
角
、
さ
も
な
け
れ
ば

同
一
の
職
工
を
持
つ
て
労
働
の
能
率
を
増
進
す
る
事
は
不
可
能

だ
ぐ
ら
ゐ
に
思
は
れ
て
ゐ
た
。

　

鈴
木
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
認
識
に
対
し
て
科
学
的
管
理
法
お

よ
び
「
能
率
運
動
」
は
、〝
実
は
「
労
働
こ
そ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の

最
も
重
大
な
要
素
」
だ
っ
た
の
だ
〟
と
、
認
識
を
あ
ら
た
め
さ
せ
て

い
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
次
は
、
さ
ら
に
精
密
に
こ
の

「
現
象
を
学
問
的
に
考
へ
る
段
に
な
」
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
次
の

よ
う
な
動
き
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

殊
に
心
理
上
の
理
由
は
（
中
略
）
あ
ら
ゆ
る
作
業
に
関
係
が
あ

る
の
み
な
ら
ず
、
微
妙
な
る
精
神
の
機
能
に
よ
る
熟
練
の
如
き

は
心
理
学
の
知
識
以
外
に
は
之
を
探
究
す
る
手
懸
り
が
な
い
と

云
ふ
や
う
な
事
か
ら
、（
中
略
）
心
理
学
的
の
能
率
研
究
が
勃
興

し
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
鈴
木
の
論
説
で
は
、
主
と
し
て
「
工
場
」
に
ま

つ
わ
る
「
労
働
」
概
念
の
転
換
を
機
に
、「
労
働
の
能
率
」
に
沿
う

か
た
ち
で
、
人
間
の
「
心
理
」
も
し
く
は
「
精
神
」
を
究
明
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
情
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
先
端
を

形
づ
く
っ
て
い
る
の
は
、
既
述
の
こ
と
か
ら
、「
心
理
学
的
の
能
率

研
究
」
と
人
間
工
学
と
の
接
触
で
あ
る
。

　

こ
の
「
歴
史
的
に
は
人
間
工
学
な
る
者マ

マ

は
心
理
学
的
研
究
の
帰
結

と
し
て
産
れ
た
者
で
あ
る
」
こ
と
と
、「
労
働
の
能
率
」
に
沿
っ
て

究
明
さ
れ
て
い
く
「
心
理
」（「
精
神
」）
を
ふ
ま
え
て
、
第
三
に
、
城

戸
「
文
化
の
改
造
と
心
理
学
」
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い

る
。

人
間
な
る
概
念
は
如
何
な
る
者マ

マ

か
と
思
へ
ば
、
精
神
な
る
意
味
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が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
以
上
無
機
有
機
精
神
な
る
三
種
の
連
続
を

綜
合
す
る
連
続
概
念
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
三
種
の
連
続
を
更

に
統
一
せ
し
む
る
者マ

マ

は
仕
事
な
る
概
念
で
あ
る
。
仕
事
な
る
概

念
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
て
精
神
的
な
る
意
志
と
有
機
的
な

る
身
体
と
が
連
続
し
て
く
る
。

　

こ
の
よ
う
に
城
戸
は
、「
仕
事
な
る
概
念
を
媒
介
概
念
と
し
て
」、

あ
る
い
は
「
統
一
的
に
連
続
せ
し
む
る
極
限
と
し
て
」
す
え
て
、
そ

こ
か
ら
人
間
を
と
ら
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る（

（1
（

。

　

先
の
と
お
り
、「
心
理
」（「
精
神
」）
は
、「
労
働
の
能
率
」
に
沿
っ

て
究
明
さ
れ
る
情
勢
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ

の
「
労
働
」
と
は
、
主
と
し
て
「
工
場
」
に
ま
つ
わ
る
範
囲
の
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
進
ん
で
、「
工
場
」
に
限
る
こ
と
な
く
、
広
く

「
仕
事
な
る
概
念
」
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
「
人
間

な
る
概
念
」
を
了
解
で
き
る
と
す
る
発
想
が
で
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
発
想
は
、
と
く
に
城
戸
独
自
の
も
の
と
は
い
え
な
い
。
そ
の

理
由
は
そ
の
ま
ま
、
本
節
で
論
じ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
の
確
認
事

項
で
あ
る
。「
人
間
を
牛
馬
視
し
或
は
機
械
視
す
る
」
の
で
は
な
く

0

0

0

0

0

そ
の
逆
の
立
場
に
基
づ
き

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
人
間
の
「
心
理
」（「
精
神
」）
を
主
と
し

て
「
工
場
」
な
い
し
工
業
に
ま
つ
わ
る
「
労
働
の
能
率
」
に
沿
っ
て

究
明
す
る
と
り
く
み
に
歩
を
合
わ
せ
、
さ
ら
に
思
い
き
っ
て
、
先
に

「
人
間
な
る
概
念
」
が
あ
っ
て
そ
こ
か
ら
そ
の
備
わ
る
「
力
」
を

考
え
る
の
で
は
な
く

0

0

0

0

0

、
先
に
「
工
場
を
始
め
社
会
の
諸
方
面
」
で

求
め
る
／
求
め
ら
れ
る
「
力
の
性
質
」
が
あ
っ
て
そ
こ
か
ら
「
人
間

な
る
概
念
」
が
成
り
立
つ
と
提
起
し
て
い
た
の
は
、
人
間
工
学
で
あ

っ
た
。

　

な
お
、
斯
学
を
含
み
広
く
「
心
理
学
的
の
能
率
研
究
」
の
企
図
に

し
た
が
え
ば
、
な
る
ほ
ど
松
本
が
述
べ
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も

労
働
上
「
人
間
を
虐
待
す
る
」
と
考
え
る
の
は
、「
誤
解
」
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
も
そ
も
、「
工
場
を
始
め
社
会
の
諸
方
面
」
で
求
め

る
／
求
め
ら
れ
る
「
力
の
性
質
」
に
合
わ
せ
て
、「
人
間
な
る
概

念
」
そ
の
も
の
が
か
た
ち
づ
く
ら
れ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
人
間
な
る
概
念
」
が
先
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
道
理
か
ら

し
て
、
す
で
に
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
人
間
を
虐
待
す
る
事
」
な

ど
ど
う
し
て
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、「
人
間
な
る
概
念
」

に
関
す
る
意
識
は
、「
労
働
の
能
率
」
に
沿
っ
て
人
間
の
「
心
理
」

（「
精
神
」）
が
究
明
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、「
牛
馬
」「
機
械
」
よ
り

も
「
労
働
」
あ
る
い
は
「
仕
事
」
に
適
す
る
格
好
を
と
る
よ
う
に
な

っ
て
い
く
。
そ
れ
ゆ
え
、
労
働
上
「
人
間
を
虐
待
す
る
」
と
考
え
る

の
は
、
ま
っ
た
く
の
「
誤
解
」
な
の
で
あ
る
。

二
、
能
率
論
お
よ
び
人
間
工
学
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た�

「
人
間
な
る
概
念
」

　

能
率
論
は
、
揺
籃
期
で
あ
る
一
九
一
〇
年
代
か
ら
、
し
ば
し
ば
非

難
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
内
容
は
、
あ
ら
か
た
、「
能
率
を
増
進
さ
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せ
過
ぎ
て
人
間
を
機
械
扱
い
に
」
す
る
の
で
「
人
間
の
幸
福
と
い
ふ

立
場
か
ら
見
る
と
由
々
し
き
一
大
事
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た（
（1
（

。
つ
ま
り
は
、
前
節
で
示
し
た
人
間
工
学
に
対
す
る
危
惧
の
念
と

同
様
で
あ
る
。

　

だ
が
、
佐
々
木
聡
氏
『
科
学
的
管
理
法
の
日
本
的
展
開
』（
有
斐

閣
、
一
九
九
八
年
）
に
お
い
て
、「
一
九
二
〇
年
代
初
頭
か
ら
二
〇
年

代
を
通
じ
て
、
政
府
と
財
界
団
体
は
科
学
的
管
理
法
に
つ
い
て
の
認

識
を
深
め
て
い
っ
た
」、「
教
育
機
関
に
お
け
る
講
座
の
開
講
や
専
門

雑
誌
の
発
行
に
よ
っ
て
、
ひ
ろ
く
普
及
さ
せ
る
動
き
が
活
発
に
な
る

と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
諸
原
則
や
諸
手
法
を
実
践
に
移
す
動
き
が
み

ら
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
」
と
あ
る
よ
う
に（

（2
（

、
一
九
二
〇
年
代
に
差

し
掛
か
る
と
、
た
と
え
一
部
の
知
識
人
が
ど
の
よ
う
に
考
え
よ
う
と

も
、
科
学
的
管
理
法
を
中
心
と
し
た
能
率
論
は
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

方
面
を
席
巻
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
当
時
の
状
況
を
、
官
僚
と
し

て
名
を
馳
せ
た
安
武
直
夫
は
、「
能
率
増
進
の
要

─
文
書
事
務
打

合
会
開
催
に
際
し
て
」（『
朝
鮮
』
第
八
九
号
、
一
九
二
二
年
八
月
）
に
お

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

近
頃
は
世
界
を
通
じ
て
能
率

─
エ
フ
ィ
シ
ェ
ン
シ
ー

─
と

云
ふ
も
の
が
非
常
に
研
究
さ
る
ゝ
こ
と
ゝ
な
り
、
文
明
文
化
の

研
究
と
云
ふ
こ
と
は
畢
竟
何
に
帰
着
す
る
か
と
言
へ
ば
能
率
問

題
に
帰
着
す
る
と
云
ふ
こ
と
す
ら
言
は
れ
て
居
る
位
で
、（
中

略
）
役
所
の
事
務
（
中
略
）
教
育
（
中
略
）
人
類
社
会
若
く
は
国

家
に
於
け
る
全
産
業
（
中
略
）
総
て
の
方
面
に
於
て
喧
し
く
論

ぜ
ら
る
ゝ
様
に
な
つ
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す（

（2
（

。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
た
だ
な
か
で
、
既
述
の
と
お
り
人
間
工
学
が

起
こ
り
か
つ
能
率
論
と
連
係
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
受
け

て
、
た
と
え
ば
、「
は
じ
め
に
」
で
挙
げ
た
〝
生
活
改
善
運
動
〟
の

立
役
者
と
し
て
礒
野
さ
と
み
氏
『
理
想
と
現
実
の
間
に 

生
活
改
善

同
盟
会
の
活
動
』（
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
）
で

も
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
乗
杉
嘉
寿
は
、「
能
率
増
進
と
教

育
の
改
造
」（『
社
会
と
教
化
』
第
三
巻
第
七
号
、
一
九
二
三
年
七
月
）
に
お

い
て
次
の
よ
う
に
確
言
し
て
い
る
。

従
来
の
能
率
問
題
は
機
械
力
の
増
大
が
主
要
な
問
題
で
あ
つ
た

の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
今
日
に
於
て
は
、
こ
れ
と
同
時
に
人
間

の
力
と
云
ふ
も
の
も
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
（
中
略
）
機
械
力
を
主

宰
す
る
所
の
人
間
力
の
増
大
を
図
る
こ
と
が
、
其
の
主
要
な
る

問
題
と
な
つ
て
来
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
人
間
力

0

0

0

」
と
し
て

0

0

0

求
め
る
／
求
め
ら
れ
る

「
人
間
な
る
概
念
」
が
、
ま
す
ま
す
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。

　

こ
の
場
合
、「
人
間
な
る
概
念
」
の
生
理
な
い
し
身
体
機
能
に
の

み
着
眼
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
考
え

で
は
、
市
川
弘
「
人
間
工
学
と
エ
フ
ィ
シ
ヱ
ン
シ
ー

─
能
率
増
進

は
経
営
学
の
根
本
目
的
」（『
朝
鮮
公
論
』
第
一
一
巻
第
五
号
、
一
九
二
三
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159　能率論および人間工学に喚起された人間の概念

年
五
月
）
に
あ
る
よ
う
に
、
い
わ
ば
「
肉
と
骨
で
作
つ
た
人
間
即
人

体
機
械
を
研
究
す
る
」
こ
と
に
集
中
し
て
し
ま
う
の
で
、
こ
れ
ま

で
に
論
じ
て
き
た
能
率
論
の
動
向
に
反
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
も
ち
ろ
ん
生
理
機
能
に
関
す
る
研
究
は
必
要
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

そ
れ
に
も
ま
し
て
、「
機
械
は
（
中
略
）
意
志
を
所
有
せ
な
い
（
中
略
）

然
る
に
人
間
は
個
々
に
意
志
あ
り
、
感
情
を
有
し
自
動
的
で
あ
る
が

故
に
常
に
そ
の
境
遇
と
位
置
に
満
足
し
難
い
」
こ
と
を
ふ
ま
え
「
人

間
な
る
概
念
」
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
前
節
で
も
示
し
た
よ
う
に
、「
心
理
」「
精
神
」
あ
る
い

は
「
意
志
」「
感
情
」
な
る
上
記
・
市
川
の
論
説
に
み
え
る
言
葉
を

借
り
れ
ば
そ
れ
自
体
「
無
形
な
も
の
」
が（

（2
（

、
能
率
論
の
文
脈
に
の
っ

と
り
「
労
働
」「
仕
事
」
を
様
式
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
く
。
見
出

さ
れ
た
解
答
は
、
当
然
、「
人
間
な
る
概
念
」
の
顕
要
な
地
位
を
占

め
る
も
の
で
あ
る
。
併
せ
て
、
念
押
し
と
し
て
い
え
ば
、
こ
の
「
人

間
な
る
概
念
」
は
、「
人
間
力
」
の
前
提
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ

も
そ
も
「
人
間
力
」
に
要
請
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
先
に
「
工

場
を
始
め
社
会
の
諸
方
面
」
で
求
め
る
／
求
め
ら
れ
る
「
力
の
性

質
」
す
な
わ
ち
「
人
間
力
」
が
あ
っ
て
そ
こ
か
ら
成
り
立
つ
も
の
で

あ
る
。

　

こ
れ
ら
「
工
場
を
始
め
社
会
の
諸
方
面
」
で
求
め
る
／
求
め
ら
れ

る
「
力
の
性
質
」（「
人
間
力
」）
と
、「
労
働
」「
仕
事
」
を
様
式
と
し

て
考
え
ら
れ
る
そ
れ
自
体
「
無
形
な
も
の
」
を
両
輪
と
し
て
、「
人

間
な
る
概
念
」
を
組
織
す
る
思
潮
を
教
育
学
者
で
あ
り
現
場
の
教
育

に
も
努
め
た
野
田
義
夫
は
、「
は
じ
め
に
」
で
挙
げ
た
文
化
普
及
会

の
機
関
誌
『
文
化
生
活
』
第
二
巻
第
一
・
二
号
（
一
九
二
四
年
一
・
二

月
）
誌
上
に
分
載
さ
れ
た
「
生
活
と
能
率 

管
理
せ
ら
れ
た
霊
肉
合

流
生
活
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

吾
々
の
精
神
（
中
略
）
活
動
を
最
も
科
学
的
に
、
即
ち
合
理
的

に
仕
事
に
有
利
な
る
や
う
に
導
く
の
が
、（
中
略
）
人
間
の
能
率

増
進
に
他
な
ら
ぬ
（
中
略
）
人
間
の
能
率
増
進
は
機
械
工
場
の

み
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。（
中
略
）
其
原
理
は
一
様
に
機

械
を
用
ゐ
な
い
会
社
、
商
店
、
官
衙
、
学
校
、
病
院
等
に
も
適

用
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

そ
し
て
野
田
は
、
先
の
両
輪
の
軸
と
な
る
も
の
は
「
欲
望
」
で
あ

る
と
す
る
。
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
、「
人
間
の
欲
望
は
生
活
の
目
的

を
意
味
す
る
」
と
断
言
す
る（

（2
（

。

　

以
上
の
野
田
の
言
明
を
含
め
、
能
率
論
お
よ
び
人
間
工
学
に
よ
っ

て
喚
起
さ
れ
た
「
人
間
な
る
概
念
」
を
図
示
す
る
と
、
お
お
よ
そ
次

頁
の
図
の
よ
う
に
な
る
。

　
「
人
間
な
る
概
念
」
α
な
ら
ば
「
人
間
力
」
に
な
る
と
共
に
、「
人

間
な
る
概
念
」
α
な
ら
ば
「
労
働
」「
仕
事
」
に
適
合
し
た
そ
れ
自

体
「
無
形
な
も
の
」
を
有
す
る
。
だ
が
、
見
方
を
変
え
て
、「
人

間
な
る
概
念
」
は
、
上
記
の
よ
う
に
α
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、

「
人
間
な
る
概
念
」
β
や
γ
な
ど
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、「
人
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「
生
活
の
目
的
」
と
「
欲
望
」
が
選
ば
れ
る
。
前
者
に
関
し
て
は
、

当
然
の
結
果
と
い
え
る
。
ま
た
、
後
者
に
関
し
て
も
、
一
九
二
〇
年

代
以
前
か
ら
、
た
と
え
ば
、
近
代
日
本
に
お
け
る
本
格
的
か
つ
代
表

的
な
国
語
辞
典
と
し
て
知
ら
れ
る
上
田
万
年
・
松
井
簡
治
『
大
日
本

国
語
辞
典
』（
冨
山
房
・
金
港
堂
、
一
九
一
五
─
一
九
一
九
年
）
に
お
い
て
、

「
不
足
を
感
じ
て
こ
れ
を
満
足
せ
し
め
ん
と
の
希
望
。
ほ
っ
し
の
ぞ

む
こ
と
。
ほ
し
が
る
こ
と
。
又
、
そ
の
心
。」
と
定
義
さ
れ
て
い
る

他（
（2
（

、
二
〇
年
代
以
降
に
出
版
さ
れ
た
国
語
辞
典
に
お
い
て
も
、
落
合

直
文
が
編
纂
し
た
『
こ
と
ば
の
泉
』（
大
倉
書
店
、
一
八
九
八
年
）
を
芳

賀
矢
一
が
先
導
し
て
「
改
修
発
行
」
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
『
日
本

大
辞
典 

言
泉
』（
大
倉
書
店
、
一
九
二
二
年
）
に
「
ほ
し
と
思
ふ
こ
と
。

ね
が
ひ
。
の
ぞ
み
。」
と
定
義
さ
れ
て
お
り（

（2
（

、
心
の
働
き
を
あ
ら
わ

す
概
念
と
し
て
通
用
し
て
い
た
。
併
せ
て
い
え
ば
、
既
述
の
と
お
り
、

そ
れ
自
体
「
無
形
な
も
の
」
あ
る
い
は
快
楽
（「
生
活
感
情
の
増
進
又
は

之
を
妨
ぐ
る
も
の
を
除
却
す
る
よ
り
起
る
満
足
の
感
情
」）
を
追
求
す
る
能

率
論
お
よ
び
人
間
工
学
と
相
性
の
よ
い
概
念
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ

え
、
後
者
の
「
欲
望
」
も
ま
た
、
関
わ
る
全
事
象
を
あ
ら
か
じ
め
規

定
す
る
事
柄
と
し
て
適
当
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

両
者
を
結
合
す
る
と
、
先
に
野
田
が
述
べ
て
い
た
「
人
間
の
欲
望

は
生
活
の
目
的
を
意
味
す
る
」
と
な
る
。
こ
の
規
定
に
の
っ
と
れ

ば
、
既
述
の
よ
う
に
「
文
明
文
化
」「
人
類
社
会
若
く
は
国
家
」
に

と
っ
て
能
率
論
お
よ
び
人
間
工
学
の
見
地
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら

間
力
」
に
な
る
と
共
に
「
労
働
」「
仕
事
」
に
適
合
し
た
そ
れ
自
体

「
無
形
な
も
の
」
を
有
す
る
な
ら
ば
、
た
だ
ち
に
「
人
間
な
る
概
念
」

α
で
あ
る
、
と
は
い
え
な
い

0

0

0

0

0

0

。
つ
ま
り
、
能
率
論
お
よ
び
人
間
工
学

を
推
進
す
る
ほ
ど
、
相
応
す
る
「
人
間
な
る
概
念
」
そ
の
も
の
が
か

た
ち
づ
く
ら
れ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
ま
だ
能
率
論
お

よ
び
人
間
工
学
が
求
め
る
「
人
間
な
る
概
念
」
が
十
分
に
成
立
し
な

い
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
永
久
に
同
様
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
論
理
と
し
て
考
え
た
と
き
、
能
率
論
お
よ
び
人
間
工

学
を
推
進
す
る
側
に
と
っ
て
最
善
の
手
立
て
と
な
る
の
は
、
関
わ
る

全
事
象
を
あ
ら
か
じ
め
規
定
し
て
、
求
め
る
「
人
間
な
る
概
念
」
か

ら
求
め
な
い
「
人
間
な
る
概
念
」
を
と
り
の
ぞ
く
こ
と
で
あ
る
。
と

こ
ろ
で
、
そ
の
関
わ
る
全
事
象
を
あ
ら
か
じ
め
規
定
す
る
の
は
、
生

存
活
動
の
根
本
と
し
て
考
え
ら
れ
る
事
柄
が
望
ま
し
い
。
そ
こ
で
、

（
不
要
な
）｢

人
間
な
る
概
念｣

｢
人
間
な
る
概
念｣

｢

工
場
を
始
め
社
会
の
諸
方
面｣

で
求
め
る
／

求
め
ら
れ
る｢

力
の
性
質｣

（「
人
間
力
」）

｢

労
働｣

｢
仕
事｣

を
様
式
と
し
て
考
え
ら
れ
る

そ
れ
自
体｢
無
形
な
も
の｣

生活の目的

欲　　望
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れ
て
い
く
ほ
ど
、
た
と
え
「
生
活
の
目
的
」
と
「
欲
望
」
を
有
す
る

「
人
間
な
る
概
念
」
で
あ
っ
て
も
、「
人
間
力
」
に
な
ら
な
い

0

0

0

0

と
共

に
「
労
働
」「
仕
事
」
に
適
合
し
た
そ
れ
自
体
「
無
形
な
も
の
」
を

有
し
な
い

0

0

0

0

な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
文
明
文
化
」「
人
類
社
会
若
く
は
国

家
」
に
と
っ
て
有
益
な
「
人
間
な
る
概
念
」
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
周
知
の
と
お
り
お
誂
え
向
き
に
、
た
と
え

ば
、「
は
じ
め
に
」
で
挙
げ
た
神
戸
正
雄
が
著
し
た
『
財
政
経
済
及

社
会
叢
書 

第
二
冊 

社
会
問
題
』（
日
本
図
書
出
版
、
一
九
二
〇
年
）
に

示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、「
生
活
の
目
的
」
と
「
欲
望
」
に
ま
つ
わ

る
か
ね
て
か
ら
の
非
難
が
あ
っ
た
。

個
人
が
快
楽
を
享
受
す
る
こ
と
を
全
然
排
斥
す
る
も
の
に
非
ず
。

却
て
之
を
尊
重
す
る
に
吝
な
ら
ざ
る
も
の
な
れ
ど
も
、（
中
略
）

之
に
耽
溺
し
、
遂
に
国
家
社
会
の
福
祉
を
無
視
す
る
に
対
し
て

は
飽
迄
反
対
の
態
度
を
持
す
る
者マ

マ

な
り
（
中
略
）
動
も
す
れ
ば

享
楽
主
義
に
流
れ
、
自
己
の
享
楽
の
為
め
に
社
会
の
損
害
を
顧

み
ざ
る
に
至
る
こ
と
は
認
め
ざ
る
べ
か
ら
ず（

（2
（

　

そ
れ
ゆ
え
、
以
上
の
論
理
に
し
た
が
え
ば
、
能
率
論
お
よ
び
人
間

工
学
が
求
め
る
「
人
間
な
る
概
念
」
か
ら
そ
れ
ら
が
求
め
な
い
「
人

間
な
る
概
念
」
を
と
り
の
ぞ
く
こ
と
は
、
能
率
論
お
よ
び
人
間
工
学

を
推
進
す
る
側
の
み
な
ら
ず
、
社
会
一
般
に
歓
迎
さ
れ
る
努
力
と
な

る
。
そ
し
て
、
本
節
の
冒
頭
で
示
し
た
よ
う
に
社
会
機
構
は
、
そ
の

努
力
を
惜
し
み
な
く
後
押
し
す
る
意
向
を
示
し
て
い
る
。

三
、
質
と
量
の
観
点
か
ら
み
つ
め
て

　
「
人
間
な
る
概
念
」
の
か
た
ち
づ
く
り
は
、
前
節
で
論
じ
た
規
格

に
基
づ
き
進
め
ら
れ
て
い
く
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
も
前
節
ま
で
に
示

し
た
よ
う
に
、
能
率
論
の
か
た
わ
ら
で
は
、
非
難
の
声
が
連
れ
立
っ

て
歩
い
た
。
一
九
二
〇
年
代
終
盤
に
差
し
掛
か
っ
て
も
、
た
と
え
ば
、

石
巻
良
夫
「
能
率
病
患
者
」（『
映
画
往
来
』
第
五
巻
第
四
四
号
、
一
九
二

八
年
九
月
）
に
お
い
て
、「
映
画
会
社
の
重
役
は
能
率
増
進
病
と
い
ふ

厄
介
な
病
気
に
と
り
つ
か
れ
て
ゐ
る
。（
中
略
）
一
に
も
能
率
、
二
に

も
能
率
で
あ
る
。（
中
略
）
と
て
も
正
気
の
沙
汰
と
は
思
へ
な
い
」
と

あ
る
よ
う
に
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
難
な
く
染
み
入
っ
て
い
く

能
率
論
の
一
幕
と
、
そ
の
状
況
に
半
ば
あ
き
れ
た
よ
う
な
非
難
の
声

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
能
率
論
、
こ
れ
に
連
係
す
る
人
間
工
学
、
そ
し

て
両
者
を
後
押
し
す
る
社
会
機
構
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
進
め
る

「
人
間
な
る
概
念
」
を
か
た
ち
づ
く
る
規
格
そ
の
も
の
に
分
け
入
っ

て
い
く
た
ぐ
い
の
弁
駁
は
、
め
ず
ら
し
い
例
と
い
え
た
。
一
般
に
非

難
の
主
題
と
な
っ
た
の
は
、「
人
間
を
虐
待
す
る
」
こ
と
、「
機
械
扱

い
に
」
す
る
こ
と
、
そ
し
て
上
記
・
石
巻
の
論
説
に
も
み
え
る
よ
う

に
「
労
働
を
搾
取
す
る
」
こ
と
で
あ
っ
た（

（2
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
実
の
と
こ

ろ
こ
れ
ら
の
非
難
は
、
既
述
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
非
難
が
起
き
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る
理
由
を
考
え
る
能
率
論
お
よ
び
人
間
工
学
の
志
向
に
与
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
う
な
る
と
求
め
ら
れ
る
の
は
、「
能
率
病
患
者
」
の

側
も
こ
れ
を
非
難
す
る
側
も
等
し
く
、
能
率
論
お
よ
び
人
間
工
学
の

真
意
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
え
た
。
こ
の
場
合
、
か

の
「
人
間
な
る
概
念
」
を
か
た
ち
づ
く
る
規
格
そ
の
も
の
を
変
更
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
な
ど
、
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。

　

以
上
と
は
行
き
着
く
先
が
異
な
る
め
ず
ら
し
い
弁
駁
、
す
な
わ

ち
「
人
間
な
る
概
念
」
を
か
た
ち
づ
く
る
規
格
そ
の
も
の
に
分
け
入

っ
た
例
と
し
て
は
、「
は
じ
め
に
」
で
も
言
論
を
と
り
あ
げ
た
土
田

杏
村
の
文
化
生
活
運
動
批
判
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
批
判
の
矛
先
は
、

直
接
に
は
、
こ
れ
も
「
は
じ
め
に
」
で
挙
げ
た
森
本
厚
吉
の
思
想
に

向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
能
率
論
に
基
づ
く
森
本
の
文
化
生
活

論
に
対
す
る
杏
村
の
弁
駁
は
、『
解
放
』
第
二
巻
第
九
号
・
第
一
二

号
（
一
九
二
〇
年
九
月
・
十
二
月
）
誌
上
に
「
享
楽
的
な
る
所
謂
文
化
生

活
論
を
排
す
」
と
し
て
分
載
さ
れ
、
後
に
『
文
化
主
義
原
論
』（
内

外
出
版
、
一
九
二
一
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
併
せ
て
、「
森
本
博
士

の
文
化
生
活
論
の
価
値
」（『
文
化
』
第
二
巻
第
六
号
、
一
九
二
一
年
九
月
）

と
本
論
説
を
収
録
し
た
『
文
化
哲
学
入
門
』（
中
文
館
書
店
、
一
九
二
三

年
）
で
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
森
本
の
側
は
、「
物
的
文
化

生
活
論

─
私
の
文
化
生
活
観
疑
義
に
答
ふ
」（『
文
化
生
活
』
第
一
巻

第
七
号
、
一
九
二
一
年
十
二
月
）
に
お
い
て
、
上
記
の
『
文
化
主
義
原

論
』
お
よ
び
「
森
本
博
士
の
文
化
生
活
論
の
価
値
」
に
対
し
て
反
論

を
行
っ
て
い
る
。

　

杏
村
に
よ
る
森
本
・
文
化
生
活
運
動
批
判
の
要
点
は
、
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

　

㈠
森
本
「
博
士
は
ど
の
論
文
の
中
で
も
能
率
問
題
を
非
常
に
重
要

な
も
の
ゝ
如
く
に
論
じ
て
居
ら
れ
る（

（2
（

」。

　

㈡「
量
的
に
見
た
る
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
を
無
上
の
人
生
論マ

想マ

と
見
、
或
は
此
れ
を
換
言
し
て
、
経
済
行
為
の
理
想
は
『
個
人

及
び
社
会
の
富
力
を
大
に
す
る
』
事
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
森

本
博
士
の
所
説
は
正
に
其
れ
で
あ
る（

（3
（

」。

　

㈢
森
本
「
博
士
の
理
想
と
せ
ら
れ
る
処
は
、『
最
大
多
数
の
最
大

幸
福
』
と
い
ふ
功
利
主
義
の
モ
ッ
ト
オ
に
尽
き
て
居
る（

（3
（

」。

　

㈣「
森
本
博
士
の
文
化
生
活
論
な
る
も
の
は
、
人
生
の
理
想
を
価

値
の
上
に
置
か
ず
、
快
楽
の
上
に
置
く
も
の
で
あ
る
」。

　

㈤「
其
の
他
の
推
論
に
於
て
も
、
博
士
の
論
は
同
様
方
法
的
に
、

生
活
の
質
の
問
題
を
、
量
の
問
題
に
転
嫁
す
る
危
険
性
を
包
含

す
る（

（3
（

」。

　

㈥
結
論
と
し
て
、「
性
質
的
に
異
る
あ
ら
ゆ
る
幸
福
は
、
す
べ
て

性
質
的
に
同
一
な
る
、
同
一
基
準
の
幸
福
に
量
的
に
換
言
し
得

ら
れ
る
（
中
略
）
森
本
博
士
の
所
謂
『
文
化
生
活
』
は
、（
中
略
）

『
人
類
社
会
の
能
率
と
幸
福
』
と
を
増
進
す
る
事
を
目
的
と
し

た
る
生
活
で
あ
る
。（
中
略
）
其
れ
は
た
ゞ
量
的
に
標マ

マ

価
さ
れ
る

の
み
で
あ
る（

（3
（

」。
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以
上
の
批
判
に
対
し
て
森
本
は
、
杏
村
と
は
「
専
門
」「
出
発
点
」

「
立
場
」
が
異
な
る
の
で
「
彼
れ
是
れ
と
比
較
的
に
論
戦
す
可
き
も

の
で
は
な
い
」
と
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
以
下
の
よ
う
に
反
論
し
て

い
る
。

　

㈠「
私
が
快
楽
と
云
ふ
の
は
英
語
の
マ

マ

マ

ン
ホ
ー
ト
で
決
し
て
悪
い

性
質
の
も
の
で
は
な
く
、
此
欲
望
を
満
足
さ
せ
る
と
直
接
又
は

間
接
に
生
産
的
エ
ナ
ー
ジ
ー
を
大
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
私
共

の
文
化
生
活
と
云
ふ
の
は
実
に
此
の
快
楽
的
欲
望
を
全
ふ
す
る

事
に
よ
つ
て
、
能
率
生
活
の
標
準
を
保
つ
事
が
出
来
る
と
云
ふ

と
こ
ろ
に
重
き
を
置
く
の
で
あ
る
」。

　

㈡「
文
化
生
活
の
特
徴
は
、
確
に
能
率
の
高
い
事
で
あ
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
。（
中
略
）
現
在
の
大
問
題
な
る
労
働
問
題
に
於
て
も
、
労

働
者
が
自
己
の
生
活
の
向
上
と
、
社
会
的
地
位
を
高
く
す
る
事

が
目
的
で
あ
る
な
ら
ば
、（
中
略
）
先
づ
個
人
的
に
は
自
分
の
能

率
増
進
に
努
力
し
て
、
現
代
人
と
し
て
必
要
な
る
資
格
を
具
ふ

る
事
が
肝
要
で
あ
る
」。

　

㈢「
文
化
生
活
に
於
て
質
が
大
切
で
あ
る
事
は
当
然
の
事
で
あ
る
。

け
れ
共
（
中
略
）
質
的
論
に
入
る
前
に
量
的
論
を
な
さ
ね
ば
な

ら
ぬ
と
思
ふ
て
主
と
し
て
物
的
文
化
生
活
を
研
究
し
て
居
る
の

は
、
経
済
学
徒
と
し
て
当
然
の
事
で
あ
る
。（
中
略
）
処
で
私
の

考
へ
で
は
質
と
量
と
は
極
く
密
接
な
関
係
を
有
し
て
居
る
も
の

で
、
量
的
観
の
乏
し
い
質
的
観
は
屢
々
正
鵠
を
失
す
る
も
の
で

あ
る（

（3
（

」。

　

以
上
の
議
論
は
、
両
者
の
論
説
が
発
表
さ
れ
た
時
期
を
み
る
と
分

か
る
よ
う
に
、
人
間
工
学
が
起
こ
り
か
つ
能
率
論
と
連
係
し
て
い
く

さ
な
か
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
以
後
、
社
会
機
構
の
後
押
し
を

伴
っ
て
、「
人
間
な
る
概
念
」
を
か
た
ち
づ
く
る
規
格
は
動
か
し
が

た
く
な
っ
て
く
る
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
先
に
も
ふ
れ
た
よ
う

に
、
そ
の
「
人
間
な
る
概
念
」
を
か
た
ち
づ
く
る
規
格
そ
の
も
の
を

変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
、
本
来
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な

い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
人
間
を
虐
待
す
る
」
こ
と
、「
機
械
扱

い
に
」
す
る
こ
と
、「
労
働
を
搾
取
す
る
」
こ
と
、
こ
れ
ら
の
非
難

は
、
帰
す
る
と
こ
ろ
「
人
間
の
幸
福
と
い
ふ
立
場
か
ら
」
な
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、「
人
間
を
牛
馬
視
し
或
は
機
械

視
す
る
」
認
識
を
あ
ら
た
め
さ
せ
る
「
人
間
力
」
を
提
唱
し
、「
人

間
は
個
々
に
意
志
あ
り
、
感
情
を
有
し
自
動
的
で
あ
る
が
故
に
常
に

そ
の
境
遇
と
位
置
に
満
足
し
難
い
」
こ
と
を
究
明
し
、
さ
ら
に
「
人

間
の
欲
望
は
生
活
の
目
的
を
意
味
す
る
」
か
ら
こ
そ
「
自
己
の

0

0

0

享
楽

の
為
め
に
社
会
の
損
害
を
顧
み
ざ
る
」
こ
と
に
注
意
を
払
う
の
は
、

非
難
さ
れ
る
は
ず
の
な
い
美
挙
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
知

的
営
み
を
ふ
ま
え
な
が
ら
能
率
論
お
よ
び
人
間
工
学
に
よ
っ
て
喚
起

さ
れ
た
「
人
間
な
る
概
念
」
を
か
た
ち
づ
く
る
規
格
は
、
非
難
さ
れ

た
り
変
更
さ
れ
た
り
す
る
ど
こ
ろ
か
目
的
と
さ
れ
る
べ
き
も
の
な
の

で
あ
る
。
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と
こ
ろ
が
、
杏
村
は
、
能
率
論
に
正
し
く
準
ず
る
森
本
の
思
想
を

上
記
の
と
お
り
弁
駁
し
た
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、「
人
間
の
幸
福

と
い
ふ
立
場
か
ら
」
み
る
と
、
能
率
論
お
よ
び
人
間
工
学
へ
の
非
難

は
「
誤
解
」
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
た
。
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、
不

当
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
仮
に
「
人
間
の
幸
福
と

い
ふ
立
場
か
ら
」
み
て
、「
人
間
を
虐
待
す
る
」
こ
と
、「
機
械
扱
い

に
」
す
る
こ
と
、「
労
働
を
搾
取
す
る
」
こ
と
と
い
っ
た
非
難
の
声

が
正
し
い
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
能
率
論
お
よ
び
人
間
工
学
に
よ
っ
て

喚
起
さ
れ
た
「
人
間
な
る
概
念
」
を
か
た
ち
づ
く
る
規
格
は
、
と
り

さ
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
人
間
の
幸
福
」
を
阻
ん
で
し
ま

う
か
ら
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
前
節
で
示
し
た
よ
う
に
、
能
率
論
お
よ
び
人
間
工
学
に

よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
「
人
間
な
る
概
念
」
に
は
、「
人
間
の
欲
望
は

生
活
の
目
的
を
意
味
す
る
」
と
い
っ
た
根
本
義
、
あ
る
い
は
原
理
的

な
「
立
場
」
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
森
本
の
言
葉
で
い
え
ば
、「
快
楽

的
欲
望
を
全
ふ
す
る
事
」
と
な
る
。
こ
の
根
本
義
が
あ
っ
て
は
じ

め
て
、
能
率
論
お
よ
び
人
間
工
学
の
見
地
が
有
効
と
な
っ
て
く
る
の

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
両
者
の
求
め
る
「
人
間
な
る
概
念
」
を
か
た
ち

づ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
能
率
論
お
よ
び

人
間
工
学
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
「
人
間
な
る
概
念
」
を
か
た
ち
づ

く
る
規
格
が
、「
人
間
の
幸
福
と
い
ふ
立
場
か
ら
」
み
て
正
当
な
も

の
と
さ
れ
る
以
上
、「
快
楽
的
欲
望
を
全
ふ
す
る
事
」
と
「
人
間
の

幸
福
」
と
は
同
義
に
な
る
。
併
せ
て
、「
欲
望
」
と
は
、
要
す
る
に

「
不
足
を
感
じ
て
こ
れ
を
満
足
せ
し
め
ん
と
の
希
望
」
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
森
本
が
述
べ
て
い
た
「
労
働
問
題
」
に

お
い
て
は
、「
労
働
者
が
自
己
の
生
活
の
向
上
と
、
社
会
的
地
位
を

高
く
す
る
事
」
と
な
る
。

　

す
る
と
道
理
上
、「
人
間
の
幸
福
」
は
、
第
一
に
、
ど
の
く
ら
い

0

0

0

0

0

「
快
楽
的
欲
望
を
全
ふ
」
し
た
の
か
、
た
と
え
ば
「
自
己
の
生
活
の

向
上
」
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、「
社
会
的
地
位
を
高
く
す

る
事
」
が
で
き
た
の
か
、
と
い
っ
た
程
度
な
い
し
「
量
的
」
な
も

の
と
な
る
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
第
二
に
、「
人
間
な
る
概
念
」
も

「
量
的
」
に
か
た
ち
づ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

「
人
間
の
幸
福
と
い
ふ
立
場
か
ら
」
み
て
、
能
率
論
お
よ
び
人
間
工

学
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
「
人
間
な
る
概
念
」
を
か
た
ち
づ
く
る
規

格
の
正
当
性
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
第
一
と
第
二

の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
第
三
に
、
能
率
論
お
よ
び
人
間
工
学
の
見

地
は
、「
人
間
の
幸
福
」
す
な
わ
ち
「
人
間
の
欲
望
は
生
活
の
目
的

を
意
味
す
る
」（「
快
楽
的
欲
望
を
全
ふ
す
る
」）
こ
と
を
根
本
義
と
し
な

が
ら
、
相
応
す
る
「
人
間
な
る
概
念
」
を
か
た
ち
づ
く
る
管
理
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
の
で
、「
心
理
」「
精
神
」「
意
志
」「
感
情
」
す

な
わ
ち
そ
れ
自
体
「
無
形
な
も
の
」
の
あ
つ
か
い
も
含
め
て
、
必
然

的
に
「
量
的
」
な
も
の
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か

ら
、
第
四
に
、「
社
会
」「
労
働
」「
仕
事
」
な
ど
、「
生
活
」
に
ま
つ
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165　能率論および人間工学に喚起された人間の概念

わ
る
あ
ら
ゆ
る
事
柄
に
お
い
て
「
人
間
の
幸
福
」
は
、
一
意
的
な
尺

度
で
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
さ
に
杏
村
が
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、

「
性
質
的
に
異
る
あ
ら
ゆ
る
幸
福
は
、
す
べ
て
性
質
的
に
同
一
な
る
、

同
一
基
準
の
幸
福
に
量
的
に
換
言
し
得
ら
れ
る
」
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
能
率
論
お
よ
び
人
間
工
学
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た

「
人
間
な
る
概
念
」
を
か
た
ち
づ
く
る
規
格
で
は
、
す
べ
て
「
量
的

に
標マ

マ

価
さ
れ
る
」
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
場
合
、「
人
間
の
幸
福

と
い
ふ
立
場
か
ら
」
み
る
と
、
か
ぎ
り
な
く
「
幸
福
」
に
近
く
て

も
、
か
ぎ
り
な
く
「
幸
福
」
に
近
く
な
く
て
も
、
か
の
「
人
間
な
る

概
念
」
を
か
た
ち
づ
く
る
規
格
に
対
し
て
、「
人
間
を
虐
待
す
る
」、

「
機
械
扱
い
に
」
す
る
、「
労
働
を
搾
取
す
る
」
な
ど
と
非
難
す
る
の

は
な
ん
ら
不
当
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
見
方
を
変
え

れ
ば
、
か
ぎ
り
な
く
「
幸
福
」
で
あ
る
場
合
は
、
完
全
に
「
幸
福
」

と
は
い
え
な
い
け
れ
ど
も
「
幸
福
」
の
「
量
」
は
多
い
こ
と
に
な
る

し
、
か
ぎ
り
な
く
「
幸
福
」
で
は
な
い
場
合
も
ま
た
、
わ
ず
か
な

「
幸
福
」
の
「
量
」
を
保
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、「
人
間

な
る
概
念
」
を
か
た
ち
づ
く
る
規
格
は
、
た
と
え
ど
れ
ほ
ど
不
当
な

も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
た
だ
ち
に
と
り
さ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
人
間
の
幸
福
」
を
阻
ん
で
し
ま
う
こ
と
に

な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
杏
村
の
文
化
生
活
運
動
批
判
の
よ
う
に
、

「
人
間
な
る
概
念
」
を
か
た
ち
づ
く
る
規
格
そ
の
も
の
に
分
け
入
っ

て
い
く
た
ぐ
い
の
弁
駁
が
あ
っ
て
も
、
結
局
、
当
該
規
格
を
め
ぐ
る

審
判
は
先
送
り
と
な
る
。
核
心
で
あ
る
「
質
と
量
」
を
め
ぐ
る
論
理

上
の
宿
題
は
、
た
と
え
ば
、
注（
8
）で
挙
げ
た
大
日
本
百
科
辞
書
編

輯
部
編
纂
『
哲
学
大
辞
書
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
か
ね
て
か
ら
提
示
さ
れ
て
い
た
。

質
は
（
中
略
）「
此
」
と
「
彼
」
と
を
区
別
せ
し
む
る
所
以
の
も

の
な
り
。（
中
略
）
例
へ
ば
水
と
氷
と
水
蒸
気
と
は
質
的
差
別
な

り
、
然
れ
ど
も
其
は
熱
即
ち
勢
用
の
度
の
差
な
り
（
中
略
）
科

学
者
は
光
・
熱
・
香
・
味
・
音
等
の
各
に
有
す
る
質
的
差
別
を

量
的
に
配
列
し
、
進
ん
で
其
等
相
互
を
も
量
的
に
組
織
せ
ん
と

企
図
す
。（
中
略
）
然
れ
ど
も
若
し
此
の
企
図
が
成
就
し
た
り
と

せ
ば
、
其
は
吾
人
に
果
し
て
何
の
影
響
か
あ
る
。
光
は
依
然
と

し
て
光
な
り
、
音
は
依
然
と
し
て
音
た
る
べ
し
。
即
ち
質
的
差

別
あ
り
て
こ
そ
、
吾
人
の
生
存
は
意
味
あ
り
、
然
る
に
其
を
単

に
量
的
差
に
帰
着
せ
し
め
ん
と
す
る
は
、
恰
も
食
物
調
理
の
一

切
の
方
法
を
止
め
て
、
滋
養
と
な
る
べ
き
エ
キ
ス
分
の
み
を
食

せ
よ
と
言
ふ
に
等
し
か
ら
ん（

（3
（

。

　

念
押
し
と
し
て
い
え
ば
、「
質
と
量
」
の
ど
ち
ら
を
論
理
上
先
行

さ
せ
る
の
か
と
い
う
の
は
、
先
に
森
本
が
述
べ
て
い
た
「
専
門
」

分
野
と
は
あ
ま
り
関
係
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ

も
一
例
と
し
て
、
森
本
と
同
様
の
「
経
済
学
徒
」
で
あ
る
出
井
盛
之

は
、「「
快
楽
経
済
」
と
本
能
派
の
社
会
理
想
」（『
解
放
』
第
五
巻
第
四
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号
、
一
九
二
三
年
四
月
）
に
お
い
て
、「
快
楽
経
済
学
者
に
よ
れ
ば
、
人

間
の
幸
福
は
欲
望
の
満
足
に
あ
り
と
せ
ら
れ
て
居
る
」、
そ
の
見
地

を
も
と
に
し
て
「
こ
れ
ま
で
の
社
会
改
造
家
に
よ
つ
て
空
想
さ
れ
た

理
想
社
会
は
、
余
り
に
欲
望
満
足
式
で
あ
り
、w

ellfare 

流
で
あ
つ

た
」
と
非
難
し
て
い
る（

（3
（

。
こ
の
出
井
の
言
論
は
、
杏
村
の
弁
駁
に
対

し
て
「
専
門
」
分
野
を
拠
り
所
と
す
る
森
本
の
反
論
を
打
ち
砕
く
か

た
ち
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
再
三
示
し
て
き
た
よ
う
に
、
た
と
え
一
部
の
知
識
人

が
ど
の
よ
う
に
考
え
よ
う
と
も
、「
人
間
な
る
概
念
」
の
か
た
ち
づ

く
り
は
、
能
率
論
、
こ
れ
に
連
係
す
る
人
間
工
学
、
そ
し
て
両
者
を

後
押
し
す
る
社
会
機
構
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
く
。「
質
と
量
」

を
め
ぐ
る
論
理
上
の
宿
題
を
か
か
え
な
が
ら
も
、
な
ん
ら
ひ
る
む
こ

と
な
く
進
め
ら
れ
て
い
く
。
結
果
と
し
て
改
元
間
近
と
な
っ
た
一

九
二
六
年
五
月
、『
婦
人
之
友
』
第
二
〇
巻
第
五
号
誌
上
に
掲
載
さ

れ
た
「
趣
味
と
能
率
と
の
調
和
」
に
お
い
て
、
政
治
家
・
文
明
批
評

家
と
し
て
名
を
馳
せ
た
鶴
見
祐
輔
は
、「
日
本
文
明
、
乃
至
は
日
本

生
活
」
を
「
質

ク
オ
リ
テ
イの

文
明
」、「
西
洋
の
文
明
」
な
い
し
は
「
能
率
本

位
の
西
洋
生
活
」
を
「
量

ク
オ
ン
テ
テ
イの

文
明
」
と
定
義
し
た
上
で
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

我
々
は
古
き
日
本
の
生
活
に
別
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
時
代
に
臨

み
な
が
ら
、
淡
き
懐
し
み
を
以
つ
て
、
恋
々
と
し
て
ゐ
る
、
と

い
ふ
の
が
、
多
く
の
人
の
心
境
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
し
か
し
、

時
代
の
圧
力
は
容
赦
も
な
く
、
か
ゝ
る
感
情
を
一
掃
し
て
ゆ
く（

（3
（

　

時
流
の
水
面
に
淡
く
映
る
「
質
」
の
上
に
棹
さ
し
、
そ
の
像
を
穿

ち
揺
ら
し
な
が
ら
、
す
べ
て
「
量
的
に
標マ

マ

価
さ
れ
る
」
新
し
い
「
生

活
」
に
向
け
て
、「
人
間
な
る
概
念
」
に
関
わ
る
全
事
象
は
進
め
ら

れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
研
究
で
は
、
能
率
論
お
よ
び
人
間
工
学
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由

で
ど
の
よ
う
な
人
間
の
概
念
を
喚
起
し
た
の
で
あ
る
か
を
問
う
た
。

そ
し
て
、
思
想
史
研
究
の
立
場
か
ら
解
き
明
か
し
た
。
と
こ
ろ
で
、

能
率
論
お
よ
び
人
間
工
学
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
人
間
の
概
念
に
分

け
入
る
と
、
そ
の
志
向
と
規
格
は
、
特
定
の
立
場
か
ら
み
て
正
当
な

も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
た
か

も
人
間
の
本
質
論
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
時
勢
と
な
っ
て
く
る
こ
と

も
分
か
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
た
だ
な
か
で
、「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
沸

き
立
っ
て
く
る
社
会
的
存
在
論
は
、
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
し
た
の

で
あ
る
か
。
本
質
論
と
は
本
来
相
容
れ
な
い
論
理
で
は
あ
る
け
れ
ど

も
、
仮
に
、「
人
間
の
幸
福
」
す
な
わ
ち
「
人
間
の
欲
望
は
生
活
の

目
的
を
意
味
す
る
」（「
快
楽
的
欲
望
を
全
ふ
す
る
」）
こ
と
を
「
人
間
」

の
み
任
意
の
も
の
に
置
き
換
え
て
根
本
義
と
し
た
な
ら
ば
、
相
対
の
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立
場
を
と
る
以
上
、
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
。

　

こ
の
件
に
関
し
て
、
現
在
の
か
た
ち
へ
向
か
う
生
活
に
ま
つ
わ
る

あ
ら
ゆ
る
事
柄
、
何
よ
り
人
間
、
狭
義
の
日
本
人
は
、
一
九
二
〇
年

代
以
降
を
時
期
範
囲
と
す
る
日
本
思
想
史
研
究
の
成
果
を
待
っ
て
い

る
。

注
（
1
）　

大
日
本
百
科
辞
書
編
輯
所
編
纂
『
哲
学
大
辞
書
「
追
加
」』
同

文
館
、
一
九
二
六
年
、
七
五
頁
。

（
2
）　

有
馬
学
『
日
本
の
近
代
4
「
国
際
化
」
の
中
の
帝
国
日
本 

１

９
０
５
〜
１
９
２
４
』
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
九
年
、
二
七
七
頁
。

（
3
）　

土
田
杏
村
『
日
本
支
那
現
代
思
想
研
究
』
四
六
頁
。

（
4
）　

土
田
杏
村
『
時
事
問
題
講
座
9 

思
想
問
題
』
一
─
二

頁
、
一
二
四
頁
。

（
5
）　

な
お
、
能
率
論
の
先
行
研
究
お
よ
び
短
期
間
の
う
ち
に
流
布
し

た
消
息
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
日
本
型
能
率
論
勃
興
期
に
お
け
る
思

想
史
的
文
脈
」（『
人
文
学
報
』
第
一
一
〇
号
、
京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
、
二
〇
一
七
年
七
月
）
で
詳
説
し
て
い
る
。

（
6
）　

神
戸
正
雄
「
節
約
運
動
よ
り
能
率
増
進
運
動
へ
」、『
時
事
経
済

問
題
』
第
三
冊
、
一
九
二
二
年
十
一
月
、
五
頁
。

（
7
）　

森
本
厚
吉
「
単
純
生
活
と
能
率
生
活
」、『
改
造
』
第
二
巻
第
一

〇
号
、
一
九
二
〇
年
十
月
、
六
二
─
六
三
頁
。

（
8
）　

大
日
本
百
科
辞
書
編
輯
部
編
纂
『
哲
学
大
辞
書
』
全
七
冊
、
同

文
館
、
一
九
〇
九
─
一
九
一
二
年
、
二
七
六
頁
。

（
9
）　

古
澤
聡
司
「
戦
前
・
戦
中
日
本
に
お
け
る
心
理
学
（
者
）
と
日

本
」、
心
理
科
学
研
究
会
歴
史
研
究
部
会
編
『
日
本
心
理
学
史
の
研

究
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
八
年
、
四
四
頁
。

（
10
）　

佐
々
木
聡
・
野
中
い
ず
み
「
日
本
に
お
け
る
科
学
的
管
理
法
の

導
入
と
展
開
」、
原
輝
史
編
『
科
学
的
管
理
法
の
導
入
と
展
開

─

そ
の
歴
史
的
国
際
比
較
』
昭
和
堂
、
一
九
九
〇
年
、
二
三
九
頁
。

（
11
）　

正
田
亘
『
増
補
新
版 

人
間
工
学
』
八
頁
。

（
12
）　

な
お
、〝
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
〟
と
い
う
言
葉
が
出
回
っ
て

間
も
な
い
一
九
五
八
年
四
月
、『
心
理
学
評
論
』
一
号
、
二
号
誌
上

に
掲
載
さ
れ
た
清
宮
栄
一
「
人
間
工
学
の
歴
史
と
最
近
の
課
題
」
に

お
い
て
も
、「
当
初
の
人
間
工
学
は
産
業
の
実
際
場
面
か
ら
出
発
し
、

そ
の
理
論
的
解
明
を
志
向
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
近
代
の
産
業

心
理
学
や
人
間
工
学
の
基
礎
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い

る
（
二
七
〇
頁
）。

（
13
）　

松
本
亦
太
郎
「
序
」、
田
中
寛
一
『
人
間
工
学
』
二
─
五
頁
。

（
14
）　

松
本
亦
太
郎
「
ア
メ
リ
カ
の
自
然
と
人
文
と
心
理
学
」、『
心
理

研
究
』
第
九
一
号
、
九
八
─
九
九
頁
。
な
お
、
言
明
中
に
み
ら
れ
る

「
ソ
ー
ン
ダ
イ
ク
」
は
、Edw

ard L. T
horndike

、「
ド
ッ
ジ
」
は
、

Raym
ond D

odge 

の
こ
と
で
あ
る
。

（
15
）　

松
本
亦
太
郎
「
人
間
工
学
」、『
心
理
研
究
』
第
一
〇
〇
号
、
三

三
三
─
三
四
頁
、
三
三
八
頁
。
な
お
、
頁
数
が
大
き
い
理
由
は
、
上
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野
陽
一
編
『
復
刻
版 

心
理
研
究
34
』（
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
五

年
）
を
典
拠
と
し
て
用
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。　

（
16
）　

詳
し
く
は
、
上
野
陽
一
「
能
率
増
加
法
の
話
」、『
心
理
研
究
』

第
二
三
号
を
参
照
の
こ
と
。

（
17
）　

鈴
木
久
蔵
「
能
率
運
動
と
心
理
学
」、『
心
理
研
究
』
第
一
〇
〇

号
、
四
五
六
─
五
八
頁
。

（
18
）　

城
戸
幡
太
郎
「
文
化
の
改
造
と
心
理
学
」、『
心
理
研
究
』
第
一

〇
〇
号
、
四
六
一
─
六
三
頁
。

（
19
）　

鮫
橋
迂
史
「
科
学
的
経
営
法
の
社
会
学
的
批
評
（
上
）」、『
財

政
経
済
時
報
』
第
二
巻
第
四
号
、
一
九
一
五
年
四
月
、
七
一
頁
。

（
20
）　

佐
々
木
聡
『
科
学
的
管
理
法
の
日
本
的
展
開
』
一
七
頁
、
一
三

六
頁
。

（
21
）　

安
武
直
夫
「
能
率
増
進
の
要

─
文
書
事
務
打
合
会
開
催
に
際

し
て
」、『
朝
鮮
』
第
八
九
号
、
二
八
─
二
九
頁
。
な
お
、
当
時
の
安

武
の
肩
書
き
は
、
朝
鮮
総
督
府
文
書
課
長
で
あ
る
。

（
22
）　

乗
杉
嘉
寿
「
能
率
増
進
と
教
育
の
改
造
」、『
社
会
と
教
化
』
第

三
巻
第
七
号
、
二
頁
。

（
23
）　

市
川
弘
「
人
間
工
学
と
エ
フ
ィ
シ
ヱ
ン
シ
ー

─
能
率
増
進
は

経
営
学
の
根
本
目
的
」、『
朝
鮮
公
論
』
第
一
一
巻
第
五
号
、
八
七
─

八
八
頁
。

（
24
）　

野
田
義
夫
「
生
活
と
能
率 

管
理
せ
ら
れ
た
霊
肉
合
流
生
活
」、

『
文
化
生
活
』
第
二
巻
第
一
号
、
一
九
頁
、
同
『
文
化
生
活
』
第
二

巻
第
二
号
、
一
〇
二
頁
、
一
〇
六
頁
。

（
25
）　

上
田
万
年
・
松
井
簡
治
『
大
日
本
国
語
辞
典 

に
─
ん
』
一

九
一
九
年
、
一
三
三
六
頁
。

（
26
）　

本
事
項
の
引
用
は
、
落
合
直
文
著
・
芳
賀
矢
一
改
修
『
日
本
大

辞
典 

改
修
言
泉
』
第
五
巻
（
大
倉
書
店
、
一
九
二
八
年
、
四
八
三

六
頁
）
を
典
拠
と
し
た
。

（
27
）　

神
戸
正
雄
『
財
政
経
済
及
社
会
叢
書 

第
二
冊 

社
会
問
題
』
六

四
四
─
四
五
頁
。

（
28
）　

石
巻
良
夫
「
能
率
病
患
者
」、『
映
画
往
来
』
第
五
巻
第
四
四

号
、
一
二
頁
。

（
29
）　

土
田
杏
村
「
享
楽
的
な
る
所
謂
文
化
生
活
論
を
排
す
（
上
）」、

『
解
放
』
第
二
巻
第
九
号
、
八
二
頁
。

（
30
）　

土
田
杏
村
「
享
楽
的
な
る
所
謂
文
化
生
活
論
を
排
す
（
下
）」、

『
解
放
』
第
二
巻
第
一
二
号
、
一
七
五
頁
。
な
お
、
マ
マ
を
付
し
た

「
論
想
」
は
、『
文
化
主
義
原
論
』（
前
掲
）
で
は
「
理
想
」
と
訂
正

さ
れ
て
い
る
（
一
二
四
頁
）。

（
31
）　

土
田
杏
村
「
森
本
博
士
の
文
化
生
活
論
の
価
値
」、『
文
化
』

第
二
巻
第
六
号
、
五
〇
頁
。

（
32
）　

土
田
杏
村
『
文
化
哲
学
入
門
』
三
四
八
─
四
九
頁
。

（
33
）　

土
田
杏
村
「
森
本
博
士
の
文
化
生
活
論
の
価
値
」、『
文
化
』

第
二
巻
第
六
号
、
五
一
─
二
頁
。

（
34
）　

森
本
厚
吉
「
物
的
文
化
生
活
論

─
私
の
文
化
生
活
観
疑
義

に
答
ふ
」、『
文
化
生
活
』
第
一
巻
第
七
号
、
七
頁
、
九
─
一
〇

頁
、
一
二
頁
、
一
七
─
一
八
頁
。
な
お
、
マ
マ
を
付
し
た
「
マ
ン
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169　能率論および人間工学に喚起された人間の概念

ホ
ー
ト
」
は
、
文
意
か
ら
察
す
る
に com

fort 

の
誤
字
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

（
35
）　

大
日
本
百
科
辞
書
編
輯
部
編
纂
『
哲
学
大
辞
書
』
全
七
冊
、�

一
一
八
〇
─
八
一
頁
。

（
36
）　

出
井
盛
之
「「
快
楽
経
済
」
と
本
能
派
の
社
会
理
想
」、『
解
放
』

第
五
巻
第
四
号
、
一
一
頁
。

（
37
）　

鶴
見
祐
輔
「
趣
味
と
能
率
と
の
調
和
」、『
婦
人
之
友
』
第
二
〇

巻
第
五
号
、
三
六
頁
。

�

（
愛
知
教
育
大
学
非
常
勤
講
師
）
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